
「夏休み一番の思い出」　学生が浜松基地を見学
ル
（
同
市
）
の
基
地
見
学
に
協
力
し
た
。

と
感
想
を
話
し
て
い
た
。
ま
た
、
破
壊
機
救
難
消
防
車
と
放
水

次
に
会
議
室
で
航
空
自
衛
隊
の
全
般
説
明
を
聞
い
た
後
、
消

「
思
っ
た
よ
り
も
硬
く
て
分
厚
い
。
重
い
し
暑
く
て
大
変
そ
う
」

地
（
浜
松
市
）
で
行
わ
れ
た
シ
グ
マ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
・
ス
ク
ー

加
し
、
ま
ず
基
地
の
入
り
口
を
守
る
警
備
小
隊
を
見
学
し
た
。

中
な
ど
に
何
度
も
反
復
練
習
を
し
て
い
た
。

初
は
び
っ
く
り
し
た
が
、
こ
ん
な
に
大
き
な
消
防
車
の
訓
練
を

人
１
等
空
尉
）
は
８
月
１
５
日
（
木
）、
航
空
自
衛
隊
浜
松
基

隊
員
か
ら
、
腕
を
掴
ま
れ
た
際
に
使
え
る
簡
単
な
護
身
術
を
教

自
衛
官
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
学
生
４
人
と
教
員
１
人
が
参

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
浜
松
出
張
所
（
所
長
・
有
吉
將

わ
り
、
学
生
た
ち
は
そ
の
動
き
を
忘
れ
ま
い
と
基
地
内
の
移
動

防
小
隊
を
見
学
し
た
。
防
火
服
の
着
衣
体
験
を
し
た
学
生
は

た
。

に
残
っ
た
よ
う
で
「
夏
休
み
中
の
一
番
良
い
思
い
出
に
な
っ

食
べ
る
山
盛
り
の
ミ
ー
ト
ス
パ
ゲ
テ
ィ
に
大
喜
び
し
て
い
た
。

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

向
上
を
図
り
、
学
生
た
ち
の
幅
広
い
視
野
の
育
成
に
寄
与
し
て

令和６年度静岡県総合防災訓練に参加

部
運
営
訓
練
に
参
加
し
た
。

「
災
害
発
生
時
に
調
整
が
必
要
と
な
る
各
関
係
機
関
の
担

ま
た
、
今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い
て
道
路
寸

の
円
滑
化
や
連
携
強
化
に
努
め
た
。

等
で
行
わ
れ
た
令
和
６
年
度
静
岡
県
総
合
防
災
訓
練
の
本

し
県
内
で
最
大
震
度
７
を
観
測
、
発
災
後
２
４
時
間
が
経

機
関
や
部
隊
と
の
情
報
共
有
、
活
動
調
整
の
手
順
な
ど
に

大
き
な
成
果
と
感
じ
た
。
ま
た
、
災
害
対
応
に
自
衛
隊
だ

等
陸
佐
）
は
８
月
２
２
日
（
木
）、
静
岡
県
庁
（
静
岡
市
）

過
し
た
想
定
で
行
わ
れ
た
。

今
回
の
訓
練
は
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
巨
大
地
震
が
発
生

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
田
代
裕
久
１

内
に
４
カ
所
あ
る
方
面
本
部
に
隊
員
を
派
遣
し
、
災
害
応

ロ
ー
ン
の
活
用
、
空
路
・
海
路
に
よ
る
人
員
・
物
資
輸
送

さ
を
実
感
し
た
。
今
回
の
経
験
を
ほ
か
の
隊
員
に
も
伝

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
国
民
を
守
る
べ
く
県
や
自
治
体

子どもふれあいイベントで自衛隊の活動を発信
ゑ
び
す
参
道
」
に
参
加
し
、
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
同
連
隊
が
所
在
す
る
板
妻
駐
屯
地
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

報
活
動
を
行
い
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
自
衛
隊
ブ
ー
ス
を
訪
れ

の
上
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、
自
衛
隊
と
の
ふ
れ
あ

市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
街
中
だ
が
し
や
楽
校
ｉ
ｎ
三
嶋
大
社
・

ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
通
じ
た
教
育
力
を
復
活
さ
せ
、
子
ど

静
岡
地
本
は
陸
上
自
衛
隊
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
御
殿
場
市
）

し
て
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
た
。

正
士
１
等
陸
尉
）
は
８
月
２
５
日
（
日
）、
三
嶋
大
社
（
三
島

も
た
ち
に
体
験
・
活
動
の
場
を
つ
く
る
も
の
。
三
島
市
自
衛
官

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
か
つ
て
駄
菓
子
屋
が
持
っ
て
い
た
「
子

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
三
島
募
集
案
内
所
（
所
長
・
林

募
集
相
談
員
の
古
長
谷
稔
氏
の
協
力
に
よ
り
三
島
所
も
昨
年
度

軽
装
甲
機
動
車
や
偵
察
用
オ
ー
ト
バ
イ
と
い
っ
た
自
衛
隊
車

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
、

関係機関との連携を強化

消防小隊

体験喫食

災害対策本部

西部方面本部

子どもふれあいイベントで

自衛隊の活動を発信

短
い
時
間
だ
っ
た
も
の
の
、
学
生
た
ち
の
心
に
は
強
く
印
象

展
示
の
見
学
で
は
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
迫
力
に
「
最

見
学
の
最
後
は
隊
員
食
堂
で
の
体
験
喫
食
で
、
広
い
食
堂
で

た
。
ま
た
見
学
に
来
て
、
今
度
は
別
の
と
こ
ろ
も
見
て
み
た

間
近
で
見
ら
れ
て
大
興
奮
だ
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
て
い

浜
松
所
は
、
今
後
も
基
地
見
学
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
認
知
度

い
く
。

静
岡
地
本
は
県
庁
に
開
設
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
や
県

と
連
携
し
災
害
に
備
え
て
い
く
。

当
者
と
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
流
れ
を
確
認
で
き
た
こ
と
は

え
、
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

つ
い
て
確
認
し
た
。

今
回
地
本
連
絡
員
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
た
隊
員
は

断
や
孤
立
集
落
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
道
路
啓
開
や
ド

急
対
策
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
情
報
収
集
、
各

な
ど
も
検
討
さ
れ
、
陸
海
空
自
衛
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務

け
で
な
く
多
く
の
機
関
等
が
連
携
し
て
臨
む
こ
と
の
大
切

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
く
。

い
を
楽
し
ん
で
い
た
。

三
島
所
は
、
引
き
続
き
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
子
供

か
ら
参
加
し
て
い
る
。

両
に
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、
バ
イ
ク
に
跨
っ
た
り
車
両

や
三
島
市
自
衛
隊
協
力
会
、
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
と
も
に
広

た
。

「
イ
タ
ヅ
マ
ン
」
も
登
場
し
、
広
報
ブ
ー
ス
や
会
場
内
を
巡
回


